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コロナ禍が⽇本のてんかん診療に与える影響を定量化 

 
横浜市⽴⼤学⼤学院医学研究科 脳神経外科学教室 池⾕直樹助教および Wayne State 

University ⿊⽥直⽣⼈研究員らの研究グループ（Japan Young Epilepsy Section：YES-Japan
／⽇本若⼿てんかん従事者部⾨）は、国内 24 ヶ所のてんかん＊1 医療施設と協⼒して、コロ
ナ禍が⽇本のてんかん医療に与えた影響について全国規模の調査を⾏いました。 

本研究は、コロナ禍およびそれに基づく⾮常事態宣⾔の影響により、遠隔てんかん診療件
数が⼤幅に増加したことを明らかにしました。また⼀⽅で、てんかん外来件数、てんかんに
よる⼊院件数、脳波モニタリング検査＊2 件数、てんかん⼿術件数に関しては減少したこと
が明らかとなりました。（図 1） 

この研究により、新型コロナウイルス感染症陽性者の増加や将来において発⽣するかも
しれない別の危機において、感染拡⼤や政策が⽇本のてんかん医療にどのような影響を及
ぼすかを予測するために重要なエビデンスを提供することが可能となりました。 

本研究成果は、Epilepsia Open 誌に掲載されました。（2022 年 5 ⽉ 28 ⽇オンライン掲載） 
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研究成果のポイント 
 2020 年の 1 年を通して、外来脳波検査が 10.7％減少し、遠隔てんかん診療が 26 倍

増加 
 新型コロナウイルス感染症陽性者が 1000 ⼈ずつ増加するのに⽐例して、その都道

府県のてんかん診療の⼊院および脳波モニタリング検査は両者ともに約 3.8%ずつ
減少していた 

 ⾮常事態宣⾔下では、遠隔てんかん診療が 129 倍となり、その他のてんかん診療は
減少していた（てんかん外来件数は 12％、てんかんによる⼊院患者数は 35％、脳
波モニタリング検査は 25％、てんかん⼿術は 50％減少） 
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図 1：⽇本のてんかん診療の 24 か⽉の推移（⻘: 2019 年、橙: 2020 年、⾚: ⾮常事態宣⾔下） 
 
研究背景 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパンデミックが医療全体に与えた影響などに
関する研究が多く発表されていますが、コロナ禍およびそれに基づく政策が⽇本のてんか
ん診療に及ぼした影響を定量化した全国的な調査は今までありませんでした。本研究は、⽇
本全国のてんかん診療に与えた影響を多施設共同で調査した後ろ向きコホート研究となり
ます。 
 
研究内容 

本研究では、⽇本全国 24 施設の 2019 年 1 ⽉から 2020 年 12 ⽉の連続 24 か⽉における、
てんかん診療件数を調査し、以下の 6 項⽬がどの程度てんかん診療に影響を与えたのかに
ついて統計解析を実施しました。 

① 施設の特性（病院、クリニック） 
② 施設所在地（都道府県）の⼈⼝ 
③ 施設におけるてんかん専⾨医の⼈数 
④ 2020 年（コロナ禍であること、2019 年との⽐較） 
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⑤ 各都道府県での新型コロナウイルス感染症陽性者数 
⑥ ⾮常事態宣⾔ 

その結果として、以下の代表的な結果が判明し、我が国のてんかん医療に有意に影響を与え
ることが⽰されました。 
・コロナ前と後では、外来脳波件数が 10.7%減少し、遠隔てんかん診療が 26 倍増加 
・新型コロナウイルス感染症陽性者数が 1000 ⼈ずつ増加するのに⽐例して、脳波モニタリ
ング件数と⼊院患者数が約 3.8%ずつ減少 
・緊急事態宣⾔下では、遠隔てんかん診療がコロナ前と⽐較すると、129 倍であり、てんか
ん外来患者数（12%）・ ⼊院患者数（35%）・脳波モニタリング数（25%）・てんかん⼿術件
数（50%）が減少となった 
 
今後の展開 

本研究成果は、今後の新型コロナウイルス感染者増加や将来の他の危機的状況において、
政策が⽇本のてんかん診療において、どのような影響を及ぼすかを予測するための重要な
基礎データといえます。 
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multicenter retrospective cohort study.  
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⽤語説明 
＊1 てんかん： 
脳の神経細胞の異常な活動によって引き起こされる⼀過性の症状：てんかん発作を主症状
とする慢性脳疾患。 
 
＊2 脳波モニタリング検査： 
脳神経細胞の異常なてんかん性活動を、頭⽪につけた電極によって捉えて記録する脳波検
査を 24 時間以上連続して施⾏したもの。てんかんの⾼度な診断、治療の評価等に有⽤であ
る。 
 


